





























終目的である。その経緯はこ ま 注釈書が詳しく指摘しており反復は省略す が、この行幸の途次に詠われ、採録された歌は、巻一の他、巻九の一六六七～七九番に十三首採用されている。と
ころが、どういう訳か、この大宝元年の行幸の時の「巨勢山と真土山」の三首だけは、特に巻一 五四～五六番に抽出され、収録されている である。
巨勢山と真土山の二か所は距離的に離れた場所である。巨勢山
は大和の国の高市郡と南葛城郡の郡堺 真土山は大和国と紀伊国の国境に位置している。この巨勢山と真土山だけが、この行幸の時の歌群から抽出されて巻一に掲載されたの は、何らかの理由がある。古代の行幸は宗教的な儀礼であり、境 歌が採用されるのは、行幸における祭祀とし の性格が考えられるからである。
大和から紀伊へ行く旅の途中には、大和 宇智など、萬葉集巻
一の三～四番の歌でよく知 れた宇智の大野の狩りの場所があり広大な狩場の風景が見られる。その歌の場ではなく 狭い境界この二カ所が詠歌の地として選ばれた 、古代の都人が説明しなくても分かる理由があったはずであ 。
詠歌・詠唱の場所に、古代人が境界を設定するのはしばしばみ























































智岡村との境界線上あったと考えられる。この辺りは、地盤が軟らかいようで、現在の巨勢山口神社の下には砂防ダムがあり、山崩れの起こり易い山であるから、この神社は、時々移動した可能性がある。いずれにしろ、歌が詠まれたと推測される聖地は、藤原の都の った高市郡から南葛城郡への道の境界線上にあった神社である。この辺りが歌を神に捧げる場所として設定さ たと考えられる。この境界線と うところが重要で る。
現在の古瀬は、集落の中を曽我川が流れている。集落の中心部























































































































































『延喜式』 （神祇三、臨時祭）には、 「畿内の堺十処に疫神を祭る」 と言う記事がある。 『延喜式』 宇智神社の別名は 「国生大明神」と称し、待乳山に疫神が鎮座し いると（ 『神名帳考証』 『宇智郡誌』 ）考えている。紀伊と大和の国境の奈良県側の木之原・畑田村は、中世は、紀伊国の隅田庄であった（ 『高野山文書』 ・ 「葛原家文書」 ） 指摘し 近世以来は、 只 （紀伊）と田殿（大和） 、 奥深（紀伊）と大深（大和）というように用字によって紀和の所在を区別（紀伊では待乳、大和 は真土）していると指摘する。 「慶長郷帳」に 前者は田戸野村、後者は峯奥村と記し、 いずれも紀伊国に属していたという（ 『紀伊続風土記』 ） 。結局、木（紀か）之原・畑田も紀伊領であった。真土の山並みを北方へのぼっていくと、金剛山の南面に至るが、









































ら、北の方の山間の道の方が安定した道と思われる。真土峠を越える道は一本だけではなく、山の自然道が複数あったと想定される。ただし、萬葉研究に こういう詳細な 路考証は必ずしも必要ではなさそうである。古代人 詠歌の場所と ての真土山は、大和国から紀伊国への入り口、国境の山であったという事が重要であったと思われ 。萬葉集では 人麻呂 瀬戸内海の羈旅歌八首の詠歌でも知られるように、境界線上で妻を偲ぶ歌を詠うの 、境界で危険を避ける旅の鎮魂であったから ある。
萬葉集では、先に掲げたように真土山は、素晴らしい山で、大
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